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北村正 司先 生:「英語教 育」45年 の歩 み

学長 伊 藤 森右衛門

北村正司先生 の ご経歴には,一 筋 の太い線が 貫 いてい る。 言 うまで もな

く,英 語教育への こ献身 とい うことである。苫 米地英俊先生お よび木曾栄作

先生 な どの恩師が作 り上 げた英語教育 の途 を忠実に歩 まれ た。 しか し,時 代

の移 り変わ りに即応 した新 しい途 も拓かれた のであ る。

戦前の英語教育 と戦後のそれ との距 た りは,英 語教育 とい う領域だけでは

埋 めつ くせ ない ものがあ った。 先生は,本 年3月3日 最終講義を 行われが

が,そ のなかで外 国語教育につ いての心構 えや プロセスを説 かれた。先生の

豊富 なご体験 と高 い ご識見 とか ら,戦 前 と戦後 との距た りを埋め られたので

ある。 この最終講義で の教育論 は,専 門の ものばか りではな く,専 門以外の

ものに とって も数多 くの示唆 と教訓 を与えて頂いたのであ る。

英語教育 とは い うものの,一 般的 にい うと 教育そ の ものであ る。 先生 の

お人柄 を知 る人は,教 育者 と しての真 摯な態度 とひたむ きな情熱 とが英語 を

オブラー トしていた。学生諸君 も,英 語を履修 しているのであ るけれ ども,

先生のお人柄に敬服 し切 っていて,英 語を媒介 と して人間教育 を うけていた

のであ る。 ある学生は,「 ど うすれば よい英文が書け るか 。」 と問 うと,先 生

は 「知 らず知 らずに会得で きるか ら……」 と答 え られ,本 人 が授業を うけて

そ うであ ることが判 った と述懐 している。先生 の教授ぶ りには感 じ入 るばか

りであ る。

先生はかつて 「時事英語学会」 で英語に よるシソポジ ウムに参加 され,流

暢 な英語 と明解 な論 旨で,他 の参加者 を圧倒 した と聞いている。先生 の発音

が きわめ てナチ ュラルであるこ とは,外 国人講師をは じめ諸先生のひ と しく

感嘆す る ところであ る。 また,先 生 の書かれ る紹 介状や推薦文は,名 文であ
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り,か つ親身 な フ ィリーングが 伝 わ ると 賞讃 され ている。 本学 でい まで も

「商業英語」 を ご担 当 され ているが,道 内におけ る第 一人者 であ り,先 生の

指導 は学 内に止 ま らず,商 社 な どに 及 んで,多 くの優れた 人材 を育 て られ

た。

標題 に 「英語教育」45年 の歩み と書 いたが,現 在,北 海道英語教育研究協

会の会 長を務 め られ,ま た北海道薬科大学教 授 と して,さ らに何十年 とつづ

けれ るわけで,先 生 の益 々の ご健勝を祈 って止 まない。




